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名古屋工業大学の教育に対して、技術士が組織的に貢献しています
1. はじめに
国立大学法人名古屋工業大学においては、２０１６年度から大幅な工学教育改革に着手している。それまでの工学教育の枠組みの高度化と新たな枠組みの教育課程の設置の２通りを提供している。前者の教育課程については、高度工学教育課程として学部・大学院工学研究科を５学科・５専攻に大胆に集約・改組している。
特筆すべきは、新しい枠組みの教育課程（創造工学教育課程）であり、日本で初めての工学分野における学部・大学院＜博士前期課程＞６年一貫の課程である。そこでは、『主軸となる分野の専門的な知識・経験を持ちながらも、様々な分野を横断的に俯瞰し新しい「価値」を創造する人材を育成している』１ところが特徴である。
その創造工学教育課程に対しては、技術士個人という枠組みではなく、組織として技術士会のメンバーがおおいに貢献している。その概要をここでは紹介したい。
2. 創造工学教育課程
　創造工学教育課程の学生は２０１９年４月２日現時点では、２０１６年度入学生が４年生になったところである。大学院については設置準備中である。
創造工学教育課程の課程として科目群は、基礎となる共通科目群と３つの専門科目群（工学デザイン科目、主軸専門科目、創造工学設計科目）２に分かれる。
「主軸専門科目」は、従来からある工学分野１３分野（生命・物質科学、ソフトマテリアル、環境セラミックス、材料機能、応用物理、電気電子、機械工学、ネットワーク、知能情報、メディア情報、建築・デザイン、環境都市、経営システム）のいずれかを選ぶ２形で設定されている。
「創造工学設計科目」は学生自らが定めた学習目標を実現する為に「主軸専門科目」に加えて学ぶ科目（「主軸専門科目」と重複しないもの）を選択するもの２である。「主軸専門科目」や「創造工学設計科目」は、いずれも従来からの工学分野の科目から構成されている。
もう１つの専門科目群である「工学デザイン科目」には、組織としての技術士会のメンバーが大きく関わっている。「工学デザイン科目」は工学の知識を要素として社会に活用できる技術や新たな価値を作り出すため、その方法の学習や実践を体得する専門科目２である。
創造工学教育課程のカリキュラムには、新しい「価値」を創造する人材を育成する多くの特色ある項目が設計されているが、ここではそれらの全てを紹介するだけの紙数がない。そこで、技術士あるいは技術の現場の実務を経験したものでなければ展開できないものについてのみ、ここで紹介していきたい。
まずは、学部課程において、代表的なものに、「ＰＢＬ演習」や「実践問題解決」という演習科目がある。「実践問題解決」については、トヨタ自動車（株）のＯＢ（技術士ではない）の方が担当している。もう１つの「ＰＢＬ演習」については技術士会のメンバーが深く関与している。
3. ＰＢＬ演習

「ＰＢＬ演習」という演習科目は、プロジェクトベースドラーニングといって、「起業のための企画を課題とし、グループワークを通じて構想、企画、分析、改善等の演習によって、工学知識と工学デザイン力を総合する能力を身につける」２ものである。
１００名近い学生に対して、６名１グループとして構成し、そのメンバーは主軸専門分野が重ならないようにチーム編成をして、プロジェクトテーマを選ぶ。合計１８グループに分かれて、各々のテーマに半年間かけて＜大学の授業コマにして３０コマを費やして＞取り組む。この科目に対しては、技術士が多く関与している。２０１８年度では名古屋工業大学ごきそ技術士会のメンバーの６名の技術士が参加して、一人の技術士が３グループを担当し、学生に対するコーチ役、ファシリテータとして活躍した。
この演習は、あくまでも学生が主体となって、プロジェクトを推進するものである。プロジェクトによっては、テーマ設定が絞り切れない、学生だけではなかなか前に進まない、あるいは、学生の取り組み姿勢に温度差が激しい、またグループによっても取り組みに大きな差がでてしまう等、さまざまな問題や課題を抱えながらの進めていく、試行錯誤の連続であった。
当然ながら技術者としての経験豊富な大先輩である技術士が前面に出すぎては、演習に期待する効果としては十分な成果が出ないおそれがあるので、慎重に取り組んだのはいうまでもないが、それでも多くの課題を残して、初年度は乗り切ったところである。
なお、「ＰＢＬ演習」に関しては、これまでに、同じ名古屋工業大学での都市社会工学科（現在は社会工学科）の環境都市工学演習（現在は実践研究セミナー）という演習科目の中でも２０１５年度から既に取り組んでいて、そこでも多くの技術士が深く関与している。
ということで、「ＰＢＬ演習」そのものは、技術士にとっては全くの初めての体験ではないが、創造工学教育課程の「ＰＢＬ演習」ではテーマの設定やチーム編成から学生が主体として活動するため、大きく勝手が異なっているところが苦労を強いられたところである。＜なお、実践研究セミナーの「ＰＢＬ演習」では、チーム編成は常勤の教員が、テーマ設定（大括りのテーマのみ）は技術士が設定し、学生はそれを展開する形をとっている。＞
4. 研究インターンシップ
さらに、創造工学教育課程の大学院博士前期課程では、三か月以上の長期の研究インターシップを全員に課すことになっている。現段階ではまだ創造工学教育課程には大学院生はいないので、あくまでも試行の段階であり、今後変更されうる内容であることは、ご了解願いたい。
既にある大学院工学研究科の博士前期課程でも研究インターンシップは導入されることになっているが、必修ではない。従って、２０１９年度は、従来からの博士前期課程の希望する学生に対して、ひろく募集され、９月から１１月に向けて、実際の研究インターンシップが開始される予定となっている。
従来からあるインターンシップでは短期の就労体験（職場体験）といったリクルート的な色彩が強いのに対して、三か月以上の長期にわたるため、学生にとっても、受け入れ先にとっても、中途半端な対応は許されない。研究インターンシップという名前がついていることからも、きちんとした研究成果を要求され、成果の発表も義務化され、単位の認定にも関わる。なお大学院の学生は、既にどこかの研究室に配属されている立場であるため、研究に関して、指導教員と綿密に連絡・相談し、合意の下で出向くことが必要である。
受け入れ先は海外・国内の大学・研究機関および企業を想定している。
特に海外の大学との研究インターンシップは現在まだ進行中である。海外の大学については、かなりの時間をかけて、また頻繁に関係者が出張しており、研究インターンシップに関する協定を結ぶための作業が着々と進められている。つい先日３月２５日、２６日の２日間にも海外の５大学からの関係者１１名を名古屋工業大学に招聘して研究インターンシップの会議を開催したところである。海外の大学への研究インターンシップについては、既にチャネルができている教員同士が設定する研究交流も当然含まれている。協定提携の契約が進んだところから、学生の公募がはじまる予定となっている。
一方企業公募型の研究インターンシップについては、就職キャリア支援の担当者が絡んでいることもあり、就職実績のある企業を中心として、少し作業が進んでいる。先日３月２２日には、学生に向けて２０１９年度の企業公募型の会社のインターンシップの内容紹介を済ませたところである。そこでは２０社、３４件の公募が紹介された。
5. 研究インターンシップを履修するための前提科目

　研究インターンシップそのものには、技術士は直接には関与していない。しかしながら、その準備段階では、少なからず関与することを期待されている。
研究インターンシップの履修に当たって必ず受講しておかなければならない科目として知的財産に関する科目、「技術者基盤」、「知的財産権特論Ⅰ・Ⅱ」のうちいずれか１科目、工学倫理に関する科目、「工学倫理特論Ⅰ」、「工学倫理特論」のうちいずれか１科目は、派遣の前に履修すべき科目として設定されている。
これらの科目は大学から外部の機関に出ていく前に備えておくべき、社会人としての基盤となる知識や、姿勢を身につけ、倫理的な行動規範とか、法令順守とか、企業や組織を守るための秘密事項の取り扱い、ＥＵ等で既に規制対象となっている一般データ保護規則（ＧＤＰＲ）等をあらかじめ理解しておいてもらうものである。「工学倫理特論、工学倫理特論Ⅰ」については、長年にわたって常勤の先生＜２人、哲学系の先生＞が担当してきた科目である。これまでは必修科目ではなかったが、創造工学教育課程の大学院の科目として、必修化される見通しである。
２０１９年度は過渡期であり、「技術者基盤」と「工学倫理特論Ⅰ」という科目が、私個人に担当依頼が来ている。とりあえず、第２クオーターに集中講義としてスタートすることになっている。なお、大学院科目は基本的に、クオーター制であり、第１、第２クオーターが前期に相当し、第３、第４クオーターが後期に相当する。
研究インターンシップの本格化にむけて、２０２０年度には前提科目そのものも本格的な対応が必要となると思われる。技術士会を中心として、組織的に対応する必要が出てくるのではないかと見ている。
6. おわりに
大学あるいは大学院の科目の中で、具体的な個別の科目において、「一本釣り」で、非常勤講師として技術士が活躍しているものは当然ながら多い。すでに技術士の方でこの形で多くの大学で関与されている例は枚挙にいとまがない。
ここでは、名古屋工業大学の創造工学教育課程の基幹となる科目に、名古屋工業大学ごきそ技術士会の会員が組織的に活躍してきた、あるいは今後活躍できそうなものを紹介した。学年進行に伴い、さらに活躍の場が広がることが予想される。
今後も、技術士がその本領を発揮できる場を積極的に開拓していきたいと考えている。名古屋工業大学ごきそ技術士会の会員だけでなく、日本技術士会岐阜県支部の会員、日本技術士会の会員にも、絶大なるご協力をお願いしたい。
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